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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】溶媒滲出性に基づき変色し、機密保護書類に用いられ、変色状態と非変色状態の
相違が顕著なインク層の提供。
【解決手段】溶媒及び薬品に接触した際に滲出する、機密保護書類上に印刷されたインク
層であって、該インク層は、固体結合剤マトリックス中の染料の分散物を含み、該染料は
、有機溶媒及び／又は他の薬品に対して感受性を有する（すなわち、溶解性を有する）も
のであり、ここで、該固体結合剤マトリックスは、液体インクから形成され、該液体イン
クは、基材の上で固体フィルムに転換されるものであり、そして、該固体フィルム自体が
、該溶媒及び薬品に対する耐久性を有していることを特徴とする、上記印刷されたインク
層。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶媒及び薬品に接触した際に滲出する、機密保護書類上に印刷されたインク層であって
、該インク層は、固体結合剤マトリックス中の染料の分散物を含み、該染料は、有機溶媒
及び／又は他の薬品に対して感受性を有する（すなわち、溶解性を有する）ものであり、
ここで、該固体結合剤マトリックスは、液体インクから形成され、該液体インクは、基材
の上で固体フィルムに転換されるものであり、そして、該固体フィルム自体が、該溶媒及
び薬品に対する耐久性を有していることを特徴とする、上記印刷されたインク層。
【請求項２】
　前記染料が、前記結合剤マトリックスの中で実質的に均一に分布している染料粒子を含
む、請求項１記載の印刷されたインク層。
【請求項３】
　前記染料が、前記インク層の総重量の５％～２０％で存在する、請求項１又は請求項２
に記載の印刷されたインク層。
【請求項４】
　複数の異なる溶媒又は薬品に対して感受性を有する、複数の染料の組み合わせが存在す
る、請求項１～３のいずれか１項に記載の印刷されたインク層。
【請求項５】
　染料と通常の顔料との組み合わせが存在する、請求項１～４のいずれか１項に記載の印
刷されたインク層。
【請求項６】
　前記結合剤マトリックスが、フリー・ラジカルメカニズム、陽イオンメカニズム、又は
、フリー・ラジカルメカニズム及び陽イオンメカニズムが複合されたハイブリッドメカニ
ズムを通じて、紫外線又は電子ビーム照射の如きエネルギ放射の影響下で硬化又は架橋す
る化合物から形成される、請求項１～５のいずれか１項に記載の印刷されたインク層。
【請求項７】
　前記結合剤マトリックスが、乾燥剤の影響下で酸素重合によって、特に、大気中の酸素
により不飽和脂肪酸の鎖がラジカル誘導される重合反応によって、硬化される、化合物か
ら形成される、請求項１～５のいずれか１項に記載の印刷されたインク層。
【請求項８】
　前記結合剤マトリックスが、アクリル酸エポキシ、アクリル酸ポリエステル、及び、ア
クリル酸ポリウレタン、エポキシド、ビニルエーテル、及び、これらの混合物よりなる群
から形成される、請求項１～５のいずれか１項に記載の印刷されたインク層。
【請求項９】
　前記結合剤マトリックスが、フェノール樹脂、乾性油及び乾燥剤を含む、請求項１～５
のいずれか１項に記載の印刷されたインク層。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の印刷されたインク層を製造するためのインク組成
物であって、該インク組成物は、液体インクマトリックス中の染料の分散物を含み、該染
料は、有機溶媒及び／又は他の薬品に対して感受性を有する（すなわち、溶解性を有する
）ものであり、ここで、該液体インクマトリックスは、固体フィルムへと架橋可能であり
、そして、該固体フィルム自体が、該溶媒及び薬品に対する耐久性を有していることを特
徴とする、上記インク組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷技術の分野に属し、新規で有用なインク、インクの製造方法、並びに、
乾式又は湿式のオフセット印刷、スクリーン印刷、フレキソ印刷及びグラビア印刷、若し
くは、主として機密保護書類に使用される凸版印刷法によって特に印刷することのできる
インクとしての組成物の使用方法を開示する。そのようなインクは、「変色性インク」と
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も呼ばれている。
【背景技術】
【０００２】
　非常に多くの機密保護書類が現在知られている。そのような書類の例は、銀行小切手、
振替指図書、ＩＤカード、パスポート及び運転免許証の如き他の身分証明書、郵便切手、
宝くじ券、航空券、株券、証明書、宣誓書等である。
【０００３】
　総ての機密保護書類は、贋造又は偽造から保護されなければならない。贋造又は偽造の
主要な方法は、 
　書類全体を複製する全偽造、あるいは、
　例えば、小切手の金額、運転免許証の署名、又は、パスポートの情報の如き情報を削除
及び／又は書き換えることによって、書類を変更する贋造である。
【０００４】
　いずれの場合においても、上手く選択された機密保護印刷インクは、書類の機密保護に
大きく貢献することができる。
　溶媒滲出性の印刷インクは、既に知られていて、機密保護インクの分野でかなり長い時
間にわたって使用されてきた。機密保護書類の保護は、そのような書類が偽造試薬として
使用される有機溶媒又は他の化学物質に接触した時の色の変化又は滲出による退色又は場
合によっては色の消失によって、確立される。
【０００５】
　溶媒及び他の薬品に接触する滲出性又は変色性の印刷インクの応用方法及びその機能の
原理は、以下の通りである。
　そのようなインクは、乾式又は湿式のオフセット印刷によって、スクリーン印刷、フレ
キソ印刷及びグラビア印刷によって、あるいは、凸版印刷によって、特に印刷することが
できる。上記インクは、鉱物油及びアルキド樹脂をその成分とするビヒクル又は結合剤と
、有機溶媒中で可溶性であると共に上記薬品に対して感受性を有する物質である１又はそ
れ以上の染料と、種々の添加剤とから構成されている。上記染料は、主として、クロム錯
体、コバルト錯体、又は、（銅）フタロシアニンブルーである。乾燥メカニズムは、純粋
に物理的なメカニズムであって、主として、吸収性を有する繊維質の固体基材の中に浸透
することによって進行する。実際に、乾燥が、液体の印刷インクが基材上で固体の固定膜
に転換するものと定義された場合には、そのようなインクは、乾燥するのではなく、「液
体」の状態を維持する。しかしながら、インクは、その移動性が大幅に低下するので、基
材の繊維の隙間の中に十分に且つ永続的に捕捉される。そのような印刷インクの吸収は、
部分的且つ漸進的なものであり、印刷された書類が明らかな乾燥状態を示すためには、印
刷後に数日間（一般的には、５乃至７日間）を必要とする。その時点以降にだけ、印刷さ
れた基材を更に処理することができる。例えば、レーザプリンタ又はイオン蒸着プリンタ
によって、個人情報を付加することができる。また、基材の吸収能力は、品質及び乾燥時
間を決定する。
【０００６】
　従って、今日知られている滲出性の印刷インクの作用原理は、インクのマトリックス（
基質）が、有機溶媒及び他の薬品の中で可溶性を維持するという事実に基づいている。
【発明の概要】
【０００７】
　次に、本発明の目的は、効果的に乾燥して固体マトリックスを形成するが、溶媒及び他
の薬品に対する感受性を維持する印刷も形成する、上述の印刷技術用の印刷インクを提供
することである。本発明の別の目的は、そのようなインクで少なくともその一部が印刷さ
れる滲出性の機密保護書類を提供することである。
【０００８】
　上述の目的を満足する本発明の滲出性印刷インク、印刷された層、印刷された基材、及
び、インク組成物の製造方法が、請求の範囲の独立項に定義されている。インク組成物の
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新しい使用方法も、本発明の主題である。上記インク及び機密保護書類の特殊な実施例が
、請求の範囲の従属項に定義されている。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明は、インクの組成が、液体インクを基材の上で固体膜に転換させた時に形成され
る固体マトリックスに基づくものであり、上記固体膜自体が、乾燥後に、有機溶媒及び他
の薬品に対する耐久性を有している場合であっても、上記溶媒及び薬品に接触した際に滲
出する印刷インクを得ることが可能であるという、殆ど予期していない発見に基づくもの
である。滲出作用に対する所要の感受性を得るために必要な条件は、上記溶媒及び薬品に
対する感受性を有する染料及び着色剤を使用することである。すなわち、上記可溶性の染
料は、上記溶媒及び／又は薬品による化学変化を受け、一方、上記マトリックスは、変化
しないままである。
【００１０】
　本発明のインクの製造は、上記染料を結合剤マトリックスの中に分散させてインク製品
を形成するという作業に依存している。上記インク製品においては、実質的に均一に分布
する染料分子と、染料分子の集合体と、実質的に溶解しておらず且つ実質的に均一に分布
する染料粒子とが、共存することができる。染料粒子が溶解する程度は、主として、染料
／結合剤の系に依存する。完全な染料溶液は、発色現像に、従って、印刷物の着色力に、
強く能動的な影響を与えることになり、一方、溶解していない染料粒子は、上述の特性に
悪影響を与えることになる。
【００１１】
　溶媒及び／又は薬品は、本発明のインクで印刷されて乾燥された印刷物に接触すると、
結合剤マトリックスに拡散して染料分子及び染料粒子に到達し、これら染料分子及び染料
粒子をそれぞれ洗い流したり溶解させたりして、いわゆる「滲出効果」を生ずることにな
る。上記染料が上記溶媒又は薬品に対して感受性を有している限り、滲出作用が必ずし観
察されるということは、本発明の驚くべき経験である。
【００１２】
　乾燥されたインク膜に存在する空隙及び欠陥の数は、結合剤マトリックスを硬化させる
際に形成される高分子の網状組織を通って滲出剤の分子が純粋に拡散する場合よりも、上
記溶媒又は薬品が浸透する場合の方が、多いと見積もられる。
【００１３】
　乾燥したインク膜は、どのような印刷技術を用いた場合でも、滲出剤の浸透経路を非常
に多く有している、微小空隙、微小クラック、気泡等の如き、総ての種類の微小欠陥及び
空隙を必然的に有している。
また、基材の粗度は、インク膜の構造を乱すことによって、滲出効果に間接的に強い影響
を与え、インク膜が非常に薄い状況においては、そのようなインク膜は、大きな固体イン
クのスポット（点）よりも上記溶媒及び薬品により容易に接近可能な不連続で接続されて
いない領域から実際に構成されることになる。これは、疑いなく、標準的な小切手又は証
券用紙（これら小切手及び証券用紙においては、１乃至４μｍの厚さのオフセットインク
が、基材の少なくとも１０μｍの粗度を補償することができない）に対するオフセット印
刷に応用される。
【００１４】
　上記結合剤マトリックスも、特に多孔質にすることができる。空隙は、種々の周知の技
術によって形成することができる。例えば、蒸発してミクロ細孔を残す溶媒を用いること
により、非相溶性の化合物を混合することにより、ミクロ細孔を生成する添加剤を加える
ことにより、若しくは他の技術により、上記空隙を形成することができる。
【００１５】
　染料（分子及び／又は集合体及び／又は粒子）を結合剤マトリックスの中で実質的に均
一に分布させることにより、実質的に均一に分布された染料を含むインク層が生ずる。こ
れにより、染料の分子及び／又は集合体及び／又は粒子が、表面の上にも分布され、ある
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いは、溶媒がかなり容易に染料に拡散／到達することを可能にする結合剤マトリックスで
殆ど被覆されない。
【００１６】
　発色現像が乏しいと、未処理の領域と滲出を受けた領域との間のコントラストが強化さ
れることによって、強い滲出効果が与えられることに注意する必要がある。
　染料の間のあらゆる組み合わせが、種々の溶媒又は薬品に対する感受性を示すことも関
心のある事項である。これは、種々の化学薬品を用いて行われる試みに対するいたずらを
立証し、従って、書類の偽造に対する保護を強化する。
そのような染料及び通常の顔料の組み合わせは、興味のある可能性も提供する。青の変色
性染料と赤の耐変色性の染料との組み合わせは、溶解して青の染料を抽出することのでき
る溶媒又は薬品に接触すると、赤に変化し、これにより、詐欺行為を明らかにする。
【００１７】
　この新しいタイプの滲出性インクは、上述の重大な欠点を有している周知の滲出性イン
クと同等の又はそれよりも良好な保護効果を機密保護書類に与える。また、固体マトリッ
クスを構成する化合物が良好な耐摩耗性を有していることが判明した。
【００１８】
　本発明の滲出性の印刷インクは、吸収性の基材に印刷することができるが、非吸収性の
基材にも印刷することができる。その理由は、本発明の印刷インクは、乾燥するために、
あるいは、見掛け上乾いた状態を確保するために、基材の中に浸透する必要がないからで
ある。この効果的な性質は、周知の滲出性インクに比較して、印刷する基材に関してかな
り広い選択肢をユーザに与える。
また、上に既に述べた最も効果的な性質は、印刷作業の時点から乾燥作業及び印刷された
基材が一般的に受けるあらゆる後処理作業までに必要とされる時間を大幅に減少させるこ
とである。既存の滲出性インクは、乾燥作業に数日（平均的には、５乃至７日）を必要と
するが、本発明の印刷インクは、ＵＶ光線（紫外線）又は電子ビームの如き放射線エネル
ギによって乾燥するような成分から構成された場合には、印刷作業の直後に、あるいは、
酸素重合（oxypolymerization）によって乾燥される場合には、約２４時間後に、処理す
ることができる。
【００１９】
　上に既に述べたように、周知の滲出性印刷インクは、マトリックス又は結合剤の系を含
んでおり、上記マトリックス又は結合剤の系は、乾燥作業の後でも、有機溶媒及び他の薬
品の中で液体の可溶性の状態で留まっている。これとは対照的に、本発明の滲出性印刷イ
ンクは、乾燥作業時にマトリックスを形成して固体になり、耐薬品性を有するようになる
。印刷物が乾燥される（すなわち、紫外線又は電子ビームの下で硬化又は架橋される）場
合には、上記マトリックスは、１又はそれ以上の放射線硬化性の化合物を含む結合剤系統
から構成される。これらの化合物は、上記放射線によって開始される化学的な重合反応の
後に、固体であり耐薬品性を有するマトリックスを形成する。
【００２０】
　放射線によって硬化又は架橋される化合物は、インク製造の専門家には周知である。こ
れらの化合物は、主として、高い粘度又は低い粘度を有するオリゴマーである。上記化合
物が極めて高い粘度を有する物質である場合には、そのような物質は、粘度調節剤として
作用する放射線硬化可能な液体モノマーと混合される。これらのモノマーは、不揮発性で
あって、そのようなモノマーが固体になる重合反応に関与する。
【００２１】
　重合のメカニズムは、フリー・ラジカル、陽イオン性又は両方であって、ハイブリッド
と呼ばれている。
　滲出性印刷インクを紫外線で乾燥させる場合には、そのような印刷インクは、重合反応
を開始させるために、フォトイニシエーション（photoinitiation）組織を含む必要があ
る。そのような組織は、インク製造の専門家には広く知られている。
【００２２】



(6) JP 2010-77436 A 2010.4.8

10

20

30

40

50

　フリー・ラジカル誘導される重合においては、フォトイニシエータ（photoinitiator）
が、光劈開を受ける（Norrish type Iのフォトイニシエータ）か、あるいは、適宜なドナ
ーからの水素の抽出を行い（Norrish type IIのフォトイニシエータ）、フリー・ラジカ
ルを発生させる。このようにして生成された化学反応性のフリー・ラジカル種は、それぞ
れのエネルギをインク結合剤の不飽和成分がもたらす炭素－炭素間二重結合に伝達し、そ
の後、連鎖成長段階及び連鎖停止段階が生ずる。上記インク結合剤は、アクリル酸不飽和
モノマー、及び／又は、改質することもできるオリゴマーを含まなければならないことを
理解する必要がある。
【００２３】
　陽イオンで誘導される重合においては、フォトイニシエータは、重合を開始させるイオ
ン種を生成する。陽イオンによるメカニズムによって硬化する物質としては、例えば、エ
ポキシド、及び、ビニルエーテルを挙げることができる。連鎖成長は、環開放状態の複素
環及び／又はビニルの炭素－炭素間二重結合の分解によって行われる。
【００２４】
　ハイブリッド硬化組織を提供することができる。すなわち、フリー・ラジカルのメカニ
ズム及び陽イオンのメカニズムの両方によって、硬化作用を行わせることができる。
　滲出性インクを電子ビーム放射線によって乾燥させる場合には、フォトイニシエーショ
ン組織を添加することは、一般的に必要がない。
【００２５】
　酸素重合によって乾燥される本発明の滲出性印刷インクにおいては、化学物質に対する
耐性を有する上記固体マトリックスは、酸化によってインクを乾燥させる場合と同様の結
合剤組織から得られる。その乾燥メカニズムは、酸化であって、これは、大気中の酸素に
よって不飽和脂肪酸の鎖がラジカル誘導される重合反応であることを意味している。この
反応は、印刷インクの組成に含まれなければならない乾燥剤すなわちドライヤーによって
、触媒作用で加速させることができる。
【００２６】
　本発明の滲出性印刷インク又は変色性印刷インクは、有機溶媒及び他の薬品に対して感
受性を有する試薬として、１又はそれ以上の染料を含んでいる。これらの染料は、一般的
に、周知の滲出性インクに通常使用されている染料と同じ染料である。
【００２７】
　一般的に、本発明の滲出性印刷インクの結合剤組織は、インクの全重量の約４０重量％
乃至約８５重量％を構成する。薬品に対する感受性を有する試薬としての上記単数又は複
数の染料は、一般的に、インクの全重量の約５重量％から約２０重量％を構成する。
【００２８】
　本印刷インクが紫外線の下で乾燥するように設計される場合には、上記フォトイニシエ
ータ組織は、イニシエーター（開始剤）を含み、また、選択に応じて、コ・イニシエータ
ー（共開始剤）を含むことができる。そのような化合物は、インクの約２重量％乃至約１
５重量％を占める。
【００２９】
　インクの別の成分（例えば、増量剤、ＴｉＯ2又はＣａＣｏ3の如き顔料、安定剤、粘度
調節剤等）の量は、印刷インクの０重量％乃至１５重量％を占める。　本発明の滲出性イ
ンクは、周知のインクに比較して、同程度の又はより良好な保護を機密保護書類に与える
が、有機溶媒及び他の薬品の分解に抵抗し、周知のインクよりもかなり短い乾燥時間で得
られる結合剤マトリックスを含んでいる。また、周知の滲出性インクは、実際には乾燥せ
ず、インクが基材の繊維の間隙の間に侵入し続ける、印刷物を生ずる。これとは対照的に
、本発明のインクを用いて得られる印刷物は、安定であり、実際に乾燥し、基材の中又は
基材に侵入することができない。更に、本発明のインクは、プラスチックフィルムの如き
非吸収性の基材に極めて良好に印刷することができる。
【実施例】
【００３０】
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　以下の例は、単に説明の目的で示すものであって、いかなる意味においても、本発明を
限定するものと解釈してはならない。下の例においては、総てのパーセンテージ（割合）
は、重量％で示されている。
例 １： 
　紫外線（ＵＶ光線）により乾燥する滲出性インクを、湿式オフセット印刷のために準備
し、以下の成分を三段式のローラミルで混合した。
成 　　　　　　　　　　　分 　　　　　　　　　　　量（重量部）
脂肪族ウレタン・トリアクリレート 　　　　　　　　　４３．０
アクリル酸ポリエステル（改質脂肪酸） 　　　　　　　１０．０
グリセリン・プロポキシトリアクリレート（モノマー） １２．５
ヒドロキノン（安定剤） 　　　　　　　　　　　　　　　０．５
ＴｉＯ2（顔料）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
ＣａＣＯ3（顔料）　　　　　　　　　　　　　　　　　  ８．０
染料：C.I．Solvent Blue 67（Ciba-Geigy） 　　　　　１５．０
ベンゾフェノン 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０
イソプロピル・チオキサントン 　　　　　　　　　　　　３．０
 
 この印刷インクを用いて、１５０ｍ／分の速度で紙を連続的に印刷し、２４０Ｗ／ｃｍ
（線方向）の全出力を有する３つの紫外線ランプ（ＵＶランプ）の下で乾燥させた。
印刷された紙を、有機溶媒及び他の化学物質（例えば、アセトン及び／又はエタノール）
を用い、印刷の直後に、また、その４週間後に検査した。印刷されたインクの乾燥後の滲
出及び変色に対する感受性は、完全であった。これらの検査は、以下のようにして行った
。
【００３１】
　２０×３０ｍｍの寸法を有する複数のサンプルを乾燥後の印刷された紙片から切り取っ
た。これらのサンプルを種々の有機溶媒（例えば、アセトン、エタノール、高沸点アルコ
ール、トリクロロエチレン等）の中に５分間浸漬させ、その間に間欠的に攪拌した。５分
後に上記サンプルを取り出して乾燥させ、それぞれのサンプルの色を未処理の紙片と比較
した。
【００３２】
　同じ溶媒を用いて「滴下試験（溶媒／薬品の液滴を印刷物に載せる）」を行う場合には
、印刷されたパターンを包囲する印刷されていない領域の色付きで、滲出作用を観察する
。
例 ２： 
　酸素重合によって乾燥する滲出性インクを乾式及び湿式のオフセット印刷のために準備
し、下記の成分を三段式のローラミルで混合した。
成 　　　　　　　　　　　分 　　　　　　　　　　　　　量（重量部）
ワニス ４０－６０アルキド樹脂（DMSのAlsynol PN 66） 　１５－２５
染料（BASFのNeopen Yellow） 　　　　　　　　　　　　　１５－２０
ワックス（LawterのPolytron 90） 　　　　　　　　　　　　４－５
乾燥剤（ナフテン酸コバルト）　　　　　　　　　　　　　  １－２
抗酸化剤（ヒドロキノン）　　　　　　　　　　　　　　０．３－０．５
シリカ（DegussaのAerosil 200）　　　　　　　　　　　　  １－３
 
 上記ワニスは、フェノール樹脂（HoechstのAlbertol KP 648）と、脱色あまに油と、鉱
物油（HaltermannのPKWF 28/31）とから構成されている。
【００３３】
　上記インクをオフセット印刷プロセスで紙片に印刷し、印刷された紙を開放空気中で乾
燥させた。乾燥は約２４時間後完了した。印刷された紙片のサンプルに対して有機溶媒及
び他の化学物質による検査を２４時間後及び４週間後に行った。乾燥したインクの滲出作
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用及び変色作用に対する感受性は、極めて良好であった。これらの検査は、例１に述べた
方法に従って行った。
例 ３： 
　以下の組成に従って、紫外線乾燥されるスクリーン印刷用の滲出性インクを準備した。
成 　　　　　　　　　　　分　　　　　　　　　　　　　量（重量部）
アクリル酸エポキシ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．０
オリゴアミン 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５．０
グリセリン・プロポキシトリアクリレート（モノマー） 　　３０．０
ジアノール－ジアクリレート（モノマー）　　　　　　　　 １５．０
ヒドロキノン（安定剤） 　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
染料：C.I．solvent blue 67 　　　　　　　　　　　　　　１０．０
イソプロピル・チオキサントン 　　　　　　　　　　　　　　１．０
２－メチル－１[４－（メチルチオ）フェニル] 　　　　　　　３．５
－２－モルフォリノ－プロパノン－１
消泡剤 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０ 
 
　上記インクをフラットベット型のスクリーン印刷機を用いて印刷した。アセトン及びエ
タノールを用いる滴下試験は、明らかに目視可能な滲出作用及び色付きを示した。
【００３４】
　本発明の滲出性インクで印刷される機密保護書類は、上述の本発明の新規な滲出性イン
クで完全に印刷することができるが、変色が予期される箇所又は領域だけを印刷すること
も可能である。
【００３５】
　本発明の主たる特徴は下記のとおりである。
１． 機密保護書類を印刷するための滲出性インクであって、結合剤マトリックスを形成
することのできる少なくとも１つの化合物と、有機溶媒及び／又は他の化学物質に対して
感受性を有する少なくとも１つの染料とを含み、前記結合剤マトリックスを形成する単数
又は複数の化合物は、重合作用及び／又は架橋作用によって固体の結合剤マトリックスを
形成することのできる化合物から選択されることを特徴とする滲出性インク。
２． 上記１の滲出性インクにおいて、前記染料は、前記結合剤マトリックスの中に実質
的に均一に分布された染料及び／又は顔料の粒子を含み、前記化合物は、前記粒子を包囲
する溶媒透過性及び／又は薬品透過性の結合剤マトリックスを形成することができること
を特徴とする滲出性インク。
３． 上記２の滲出性インクにおいて、前記化合物は、結合剤マトリックスの多孔質層を
形成することのできる群から選択されることを特徴とする滲出性インク。
４． 上記１乃至３のいずれかの滲出性インクにおいて、前記染料は、当該インクの約５
重量％乃至２０重量％を占めることを特徴とする滲出性インク。
５． 上記１乃至４のいずれかの滲出性インクにおいて、前記結合剤マトリックスを形成
する化合物は、エネルギ放射の影響下で硬化又は架橋することができ、前記放射によって
誘導される重合反応は、フリー・ラジカルメカニズム、陽イオンメカニズム、又は、これ
らが複合されたハイブリッドメカニズムに基づくことを特徴とする滲出性インク。
６． 上記１乃至４のいずれかの滲出性インクにおいて、前記結合剤マトリックスを形成
する単数又は複数の化合物は、酸素重合反応によって硬化することのできる群から選択さ
れることを特徴とする滲出性インク。
７． 上記５の滲出性インクにおいて、前記結合剤マトリックスを形成する単数又は複数
の化合物として、アクリル酸エポキシ、アクリル酸ポリエステル、及び、アクリル酸ポリ
ウレタンから選択される少なくとも１つの物質を含み、前記アクリル酸化合物は、選択に
応じて改質される、エポキシ樹脂、ビニルエステル、及び、これらの混合物であることを
特徴とする滲出性インク。
８． 上記５又は７の滲出性インクにおいて、更に、放射線エネルギによって重合及び／
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滲出性インク。
９． 上記５の滲出性インクにおいて、前記結合剤マトリックスを形成する単数又は複数
の化合物は、照射される紫外線の影響下で硬化又は架橋することができることを特徴とす
る滲出性インク。
１０． 上記５の滲出性インクにおいて、前記結合剤マトリックスを形成する単数又は複
数の化合物は、照射される電子ビームの影響下で硬化又は架橋することができることを特
徴とする滲出性インク。
１１． 上記６の滲出性インクにおいて、前記結合剤マトリックスを形成する単数又は複
数の化合物は、フェノール樹脂及び乾性油を含み、当該インクは、更に、少なくとも１つ
の乾燥剤を含むことを特徴とする滲出性インク。
１２． 上記１１の滲出性インクにおいて、更に、酸素によって重合可能なアルキド樹脂
を含むことを特徴とする滲出性インク。
１３． 上記１乃至１２のいずれかのインクで少なくとも部分的に印刷された基材であっ
て、前記化合物は、重合された及び／又は架橋された固体の結合剤マトリックスを含むこ
とを特徴とする基材。
１４． 上記１３の基材において、エネルギ照射によって乾燥して硬化する上記９又は１
０の滲出性印刷インクで少なくとも部分的に印刷されていることを特徴とする基材。
１５． 上記１３の基材において、酸素重合反応によって乾燥して硬化する上記６の滲出
性印刷インクで少なくとも部分的に印刷されていることを特徴とする基材。
１６． 滲出性インク組成物ら成る印刷されたインク層であって、重合された及び／又は
架橋された結合剤マトリックスと、有機溶媒及び／又は他の薬品に対して感受性を有する
少なくとも１つの染料とを含んでおり、該染料は、前記結合剤マトリックスの中で実質的
に均一に分布しており、前記結合剤マトリックスは、前記溶媒及び／又は薬品を透過させ
ることができることを特徴とするインク層。
１７． 結合剤マトリックスを形成することのできる少なくとも１つの化合物と、実質的
に均一に分布していると共に有機溶媒及び／又は他の薬品に対して感受性を有する少なく
とも１つの染料とを含む組成物の使用方法であって、前記結合剤マトリックスを形成する
単数又は複数の化合物は、重合作用及び／又は架橋作用によって固体の結合剤マトリック
スを形成することのできる化合物から選択されていて、機密保護書類を印刷するための組
成物の使用方法。
１８． 上記１７の組成物の使用方法において、前記染料は、染料の集合体及び／又は染
料の粒子を含んでおり、前記化合物は、前記集合体又は粒子を包囲する溶媒透過性及び／
又は薬品透過性の結合剤マトリックスを形成することができることを特徴とする組成物の
使用方法。
１９． 上記１乃至１８のいずれかに記載の滲出性インク組成物の製造方法であって、重
合作用及び／又は架橋作用によって結合剤マトリックスを形成することのできる少なくと
も１つの化合物を準備する工程と、該化合物を染料と実質的に均一に混合する工程とを備
え、前記染料は、前記化合物に対して実質的に不活性であると共に、有機溶媒及び／又は
他の薬品に対して感受性を有することを特徴とする滲出性インク組成物の製造方法。
２０． 上記１９の製造方法において、前記化合物は、溶媒透過性及び／又は薬品透過性
のマトリックスを形成することのできる群から選択されることを特徴とする製造方法。
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